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インターバンクの声 （2016 年 12 月 30 日） 
 

トランプラリーが始まってからのドル円の高値は今月 15 日に付けた 118 円 60 銭台

になりそうで、市場の年末予想値コンセンサスだった 114 円から 118 円の間にきっち

り収まっての年越しになりそうだ。 

昨日はスポット取引の決済応答日が新年入りしたことから、もう少し活発な取引にな

るとの予想も少なくなかったが、経済指標も 11 月の米卸売在庫速報や週間新規失

業保険申請件数くらいしかなく、米長期金利の変化やポジション調整主体の取引に

ならざるを得なかったようだ。 

前日の米 5 年債入札が堅調だったことから米長期金利が大幅に低下、それに合わ

せてドル売りが進んでいたが、その金利の低下が一旦落ち着いたことから 116 円台

前半から後半へドルが反発した。その後、もう一度金利の低下につれてドル売りとな

ったが、またしても 116円台前半で下げ止まった。ニューヨーク株式市場が小幅なが

ら下げて引けており、日本株が大納会に向けて大きな上げでもなければ、東京外国

為替市場はドルの頭が重いまま今年最後の取引を終えそうだ。 
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